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FEATURE STORY 1SDGsウォッシュ 回避への９行動

動
き
が
鈍
い
日
本
企
業
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深
刻
化
す
る
気
候
変
動
に
企
業

や
地
方
自
治
体
な
ど
の「
非
国
家

主
体
」が
積
極
的
に
取
り
組
む
姿

勢
を
競
っ
た
米
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
で
の「
世
界
気
候
行
動
サ
ミ
ッ

ト
」（
Ｇ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）、
自
社
が
使
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
１
０
０
％
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
こ
と
を
宣
言
す

る
企
業
な
ど
の
団
体「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」

の
動
き

─
。
最
近
の
取
材
の
中

で
、
環
境
問
題
の
解
決
や
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
実
現
に
積
極
的
に

取
り
組
む
姿
勢
を
見
せ
る
企
業
の

姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
増
え
て
い

る
。８

月
に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

の
、
日
本
を
含
む
世
界
の
大
手
タ

イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
、
環
境
保

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）が
２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
て
３
年
が
経
っ
た
。
今
や
多
く
の
政
治

家
や
官
僚
、
企
業
幹
部
が
胸
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
バ
ッ
ジ
を
着
け
て
い
る
。
だ
が
、
政
府
も
企
業
も
、
そ
の
バ
ッ
ジ
に
ふ
さ

わ
し
い
行
動
を
し
て
い
る
か
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ（
取
り
組
ん
で
い
る
フ
リ
を
す
る
こ
と
）」と
言
わ
れ
な
い
た

め
の
、
必
要
な
行
動
を
９
つ
掲
げ
た
。

全
や
人
権
保
護

に
配
慮
し
た
天

然
ゴ
ム
を
調
達

す
る
た
め
の
新

組
織「
持
続
可

能
な
天
然
ゴ
ム

の
た
め
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」（
Ｇ
Ｐ
Ｓ

Ｎ
Ｒ
）の
設
立

大
会
を
取
材
す

る
機
会
も
あ
っ

た
。環

境
破
壊
や

人
権
侵
害
、
社

会
問
題
の
原
因
を
作
っ
て
い
る
と

し
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
、
自
ら
の

本
業
を
通
じ
て
、
問
題
解
決
に
貢

献
す
る
道
を
探
り
始
め
た
。

２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
採
択
以
降
、
世
界
の
ビ

ジ
ネ
ス
ル
ー
ル
が
大
き
く
変
わ
っ

た
こ
と
の
表
れ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

リ
ス
ク
へ
の
危
機
感
低
く

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
環
境

問
題
や
社
会
問
題
に
関
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ス
ク
の
拡
大
だ
。
拡
大
す

る
自
然
災
害
な
ど
気
候
変
動
の
物

理
的
リ
ス
ク
、
強
ま
る
排
出
規
制

や
企
業
の
責
任
を
問
う
訴
訟
の
リ

ス
ク
、
機
関
投
資
家
に
よ
る
資
金

の
引
き
上
げ
な
ど
の
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
な
リ
ス
ク
、
そ
し
て
世
界

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
環
境
保
護
や

人
権
保
護
に
消
極
的
だ
と
批
判
さ

れ
る
と
い
う
評
判
の
リ
ス
ク

─
。
環
境
問
題
な
ど
が
深
刻
化

す
る
に
連
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
企

業
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
も
ど
ん
ど

ん
大
き
く
な
っ
て
い
る
。　

一
方
で
、
リ
ス
ク
を
的
確
に
把

握
し
、
他
社
に
先
ん
じ
て
行
動
を

取
れ
ば
、
そ
こ
に
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま

れ
る
。

パ
リ
協
定
が
掲
げ
る「
脱
炭
素

社
会
」や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
多

く
の
目
標
が
、
企
業
の
行
動
を
変

え
る
大
き
な
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

フ
ォ
ー
ス
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を

感
じ
た
２
０
１
８
年
だ
っ
た
。

日
本
で
も
、
パ
リ
協
定
の
実
現

を
目
指
す
非
国
家
主
体
の
連
合
体

で
あ
る「
気
候
変
動
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
」（
Ｊ
Ｃ
Ｉ
）が
発
足
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

Ｎ
Ｒ
に
は
日
本
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト

ン
、
横
浜
ゴ
ム
、
住
友
ゴ
ム
工
業
、

東
洋
ゴ
ム
工
業
や
伊
藤
忠
商
事
が

名
を
連
ね
る
な
ど
、
遅
れ
ば
せ
な

が
ら
前
向
き
な
動
き
が
見
え
始
め

た
。だ

が
、
増
大
す
る
環
境
や
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
リ
ス

ク
へ
の
日
本
企
業
の
反
応
は
、
海

外
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
比
べ
て

鈍
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｒ
Ｅ
１
０
０
や
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
加
盟

す
る
企
業
は
増
え
て
い
る
も
の

の
、
製
鉄
や
セ
メ
ン
ト
、
自
動
車

や
大
手
化
学
品
、
紙
パ
ル
プ
な
ど

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
多
い

企
業
や
、
海
外
で
は
持
続
可
能
な

投
資
へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
る
大

手
金
融
機
関
や
機
関
投
資
家
、
保

険
業
界
な
ど
に
前
向
き
な
動
き
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

日
本
の
大
手
金
融
機
関
は
、
相

次
い
で
排
出
量
の
多
い
石
炭
火
力

発
電
へ
の
投
資
を
限
定
す
る
方
向

を
打
ち
出
し
て
は
い
る
が
、
石
炭

か
ら
の
完
全
な
ダ
イ
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資

拡
大
を
明
言
し
て
い
る
欧
州
や
国

際
的
な
投
資
機
関
に
比
べ
れ
ば
、

そ
の
姿
勢
は
ま
だ
ま
だ
及
び
腰

だ
。国

内
で
は
い
ま
だ
に
多
く
の
石

炭
火
力
発
電
所
の
建
設
計
画
が
動

い
て
い
る
し
、
東
南
ア
ジ
ア
で
の

建
設
支
援
も
続
い
て
い
る
。

カ
ギ
は
持
続
可
能
な
調
達
に

企
業
が
本
業
の
中
で
環
境
問
題
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